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ん 下さい。 

日本発生生物学会 

事務局会計幹事 加 藤 山宇 子 



  
 
 

  

日本発生生物学会第 21 回大会のお知らせ 

日本発生生物学会第 21 回大会準備委員会 

委員長 及 川 胤 昭 

1.  期 日Ⅱ 988 年 5 月 26 日 ( 木 )  .27 日 ( 金 )  .28 日 ( 土 ) 

2. 会 場 : 山形市中央公民館ホール ( ァズ 七日町内 ) 山形市七日町一丁目 2 一 39 

3, 参加申込み 

㈹同封の参加申込書に 必要事項を記入して ， 1988 年 2 月 27 日 ( 土 )( 当日消印有効 ) までに 申 

し込んで下さい。 ( 研究発表は 1988 年度までの会費納入者に 限ります。 ) 

(2) 申込先 : 〒 990 山形市城西町 R-34-5 

財団法人 発生・生殖生物学研究所 

日本発生生物学会第 21 回大会準備委員会 

(3) 大会参加費 :5,000 円 ( 学生・院生 4,000 円 ) 

大会参加費は 郵便局の定額小為替で ，指定受取人を 

山形市城西町 財団法人発生・ 生殖生物学研究所 及川 胤昭 

として，参加申込書と 同封にてお送り 下さい。 

(4) 懇親会を大会第 2 日目 5 月 27 日 ( 金 ) に行 う 予定です。 参加を御希望の 方は懇親会費 

(4,000 円 ) を大会参加費に 加算してお送り 下さい。 

(5) 同封の受 取 書の所定 欄 に名前および 必要事項を，また 表に郵便帝号，住所および 氏名を記 

入し ， 必ず切手をはって 下さい。 

4. 研究発表 

㈹ 申込期限 :1988 年 2 月 28 日 ( 土 ) C 当日消印有効 ) 

(2) 本大会の研究発表 は 口頭発表とポスター 展示の併用で 行います。 発表者はどちらかを 選択 

して申し込んで 下さい。 但し，同一研究室からの 類似した演題での 多数の口頭発表はなる 

べくご遠慮下さい。 また，御希望の 発表形式を変えて 頂く場合もあ りますので御了承下さ 

い 。 その決定は準備委員会におまかせ 下さい。 

      研究発表の申込者は (1) 同封の参加申込書に 必要事項を記入し (n) 発表要旨 ( 和文 ) 

とともに書留でお 送り下さい。 なお，連絡 書 にも筆頭発表者 ( 演者 ) 名を裏 面に，その連 

絡先を表の宛名 欄 に記入の上，必ず 切手をはってお 出し下さい。 研究発表は昭和 63 年度ま 

での会費納入者に 限ります。 連名で発表される 場合には筆頭発表者 ( 演者 ) が申込んで 下 

さい。 それ以外の方は 参加申込書の 所定の欄に筆頭発表者 ( 演者 ) 名を記入して 下さい。 

(4) 口頭発表の場合 : 発表時間 15 分 ( 口頭発表 12 分，討論 3 分 ) 

会場には 35mml 判 ( 外枠 ROXR0 ㎜ ) スライドプロジ ，クター 1 台を用意し 

ます。 スライド枚数は 1 演題につき lW 枚 以内とします。 lf ㎜フィルムの 

映写機の使用を 希望される方は 大会準備委員会 (T  E  L  0236-44-5030 円 
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線 31) にご相談下さい。 

ポスター展示の 場合 : サイズは幅 180x 高さ 180 ㎝ぐらいです。 形式は特にほ 定めませんの 

で大いに工夫をこらして 下さい。 パネルへの貼付用具 は 準備委員会 

で用意します。 

(5) 発表要旨の原稿はそのまま 写真印刷しますので 黒 インクで明瞭に 書いて下さい。 図表も印 

刷できます。 

(6) 同封の英文抄録用紙は 各自の発表終了後，座長 ( ポスタ一の場合には 受付 係 ) に提出して 

下さい。 参加申込みの 際には同封しないで 下さい。 

5. 大会準備委員会では 宿泊のお世話は い たしません。 なお主な宿泊施設は 以下の通りです。 

宿 ' 白 施設一覧 
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発生生物学の 国際的組織の 動向 

岡 田 節 人 

( 国際発生生物学会双総裁 ) 

国際発生生物学会 (The InternationaI S0ciety of Developmental Biologists, 以下 I SD 

B と略記 ) ほ ，国際生物科学連合において 発生生物学の 分野の活動を 代表する国際的組織であ り 

ます。 日本からの会員加入数は 国別に分けると 米国にっ ぐ 多数であ り，すでに 1977 年にはわが 国 

が 会議を主催しており ，多くの方々が 直接，その活動をご 存じであ ります。 しかし，最近，発生 

生物学の国際的組織のあ り方について ， I SDB の運営委員会でいくらかの 重要な問題点が 論議 

されており，また 私死 に個人的に日本発生生物学会 (J SDB) とも関連した 問題を打診される 

機会が増えてぎました。 それらの論点を J SDB 会員に広くお 知らせし，世界の 中の ]SDB の 

あ り方を考えて 頂くことは重要と 考えました。 

(l) The International Society of Differentiation (I SD) との関係について 

ISD の活動は， ISDB よりおくれて 19f60 年代の終わり 頃 から始りました。 最初は雑誌 "Diffe- 

rentiation" の刊行の母体という 形式であ りましたが，最近は 一定の membership をもって組織 

化されたものとなり ， 3-4 年に一回，国際会議を 主催し，出版，会合ともかなりの 成功をおさ 

めています。 I SDB と I SD との共催事業の 計画，或は両者の 合併については ，ここ数年間論 

議されてきました。 学問的には，両者にオーバーラ " プ のあ ることはもちろんですが ，それぞれ 

の 特色があ るのは事実です。 例えば I SD は細胞分化の 見地からのがん 研究に大きな 比重をおい 

ており，一方，初期発生の 問題への関心はかなり 低いのです。 

現在の状況では ，近い将来の 合併は不可能であ りましょう。 しかし，両者の 共催の事業は 計画 

されており，来る 1989 年に Utrecht ( オラ ソダ ) で開催される I SDB 会議には， I SD のオー 

ガナイ ズ によるシソポジウムを 含めるべく予定されています。 

(2)  I SDB の組織について 

ご承知の通り ， l SDB は個人として 加入した メ ソバ ー からなっており ，組織上国別の 概念 は 

全くあ りません。 私個人としては ，このことは 学会としての 一体化のため ，或は一定以上の 学問 

レベルの維持のためには 優れた組織形態でなかろうか ， と 現在も思っています。 しかし，これを 

国別加入に よ る連合方式 Federation に変えるべきではないか ，という意見は ，すでに 1977 年の 

東京での総会で 会員の中から 出されました。 1982 一 1986 年の間，私が I SDB の会長の任にあ り 

ましたときにも ，この組織変更について 多少の研究を 致しましたが ，必ずしも運営委員の 多くの 

方々が連合方式に 踏切ることに 賛成というわけではあ りませんでした。 

現在，改めてこのことを 論議する必要に 迫られてきた 理由は ， 次の通りであ ります。 

a) I SDB のメンバー数が 増加したこと。 

個人加入の方式は ， I SDB が僅か 100-200 名程度の会員数から 出発した時代以来とられて き 

たものです。 すでに会員数が 1,000 名に近くなってきた 現在，個人加入方式では 一つのセンター 
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で 全世界の メ ソバ ー を掌握することが 必要であ り， このことは運営面において 困難になってぎた 

ことは事実であ ります。 例えば，現在では 運営委員の選出といつた ょ 5 な場合，国別に 委員数を 

割り当てる， というようなことはせず ， 全 メソバ ー を一括した上で ，適任者を選び ，総会でぎ め 

る ， といらやり方です。 この方式で現実を 正しく反映できるかど 5 か ，将来的には 問題もあ りま 

しょう。 

b) メ ソバ ーが ，多数の国家に 広がり つ っあ ること。 

I SDB 発足当初は ， メ ソバ一の 殆 んどは米国と 西欧諸国から 加入していました。 やがて日本 

人 メソバ ー が増加し現在では 中国，インドを 初め第三世界の 多くの諸国からのメンバーが 加入 

しています。 このことは発生生物学の 重要性の認識を 世界的に反映していることに 体ならず， 誠 

に 喜ぶべきことであ り，この傾向は 将来ますます 強くなると予想されます。 

しかしながら ， ここに重要な 困難が生じて き ます。 というのは， I SDB にとって新しい 国々 

からの メ ソバ ーは ，それらの国の 外貨事情のため ，個人加入の 場合には会費の 支払いが 殆 んど 不 

可能であ ることです。 このことは，私たち 日本人メソバ ー もつい 20 年以前には体験したところで 

した。 しかし， この困難は連合方式に よ る国別加入の 様式では解消されるのです。 つまり，国家 

が支払いを認可するからです。 実際は，国際的学会とい 5 と，あ る程度以上の 規模のものは ， 例 

えば国際細胞生物学連合をはじめ ，連合方式のものが 多いのです。 日本学術会議の 如ぎにおいて 

も，国際学会といえば 連合方式を規準としており ，国際的対応の 様式も連合を 前提としておる よ 

う であ ります。 

c) 欧州発生生物学連合 CEDBO) の成功。 

ョ一 p " パ 諸国 ( ソ連，東欧諸国を 含む ) は，かねて各国別の 加入方式で連合を 組織していま 

す。 この方式で全会員数も 増加の一途を 辿っており ( 以下にも う 一回述べます ), いくらかの 優 

れた journal の刊行の支援， 2 年に 1 回の国際的会議 ( 米国や日本にも 出席を呼びかけている ) 

主催などの事業を 行い，立派な 成果を挙げています。 この実情と ， 加えて EDBO と I SDB の 

双方に会費を 支払うことへの 抵抗から，欧州諸国の 発生井物学者の 中には， I SDB の連合方式 

(EDBO は当然その母体の 一部となる ) を強く主張する 人々が多 い のです。 

㈹ イスラエル，中国，オーストラリアなどの 状況 

イスラエルにおいて ，発生生物学関係者がかなりの 数に達したとき ， 自国の学者を 組織し ED 

BO に加入しました。 オーストラリアの 研究者も同じ 態度をとりました。 これらの諸国と 欧州 諸 

国の科学との 伝統的なったがりからすれば ，地理的なへだたりはあ ってもこの ょ， 5 な態度をとっ 

たことは理解できないでもあ りません。 最近，中国に 発生生物学会が 組織され，すでに 述べた 経 

済 曲事情から中国研究者の 多くが I SDB に個人加入することが 不可能であ ることから ( もちろ 

ん， いくらかの中国人メンバーは I SDB に加入しています ), 中国発生生物学会として EDB 

0 へ 加入したのであ ります。 

(4) EDBO 以外の状況 

現在， EDB0 以外に，国別にいうと 日本とアメリカに 強力な発生生物学会があ ります。 イン 
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ドの 学会も最近はよく 組織され，活発な 活動を行っています。 他にカナダにも 学会が組織されて 

います。 もし将来， I SDB が連合方式化されるなら ， J SDB は組織としてそのまま I SDB 

に属することになります。 もちろんそれによって J SD.B の独自性が失われることは 全くあ りさ 

せん。 I SD,B の会費は ， ! SDB の分担金として J SDB の会費の一部を 支払う，とい 5 よう 

な方式になることも 予想されます。 このことは確かに 国際組織の運営をスムース 忙します。 しか 

し，形式的には ] SDB は I SDB 傘下であ ることとなり ，一方 I SDR の直接加入方式による 

活動のユニーク さ ，自由さに一定の 制約の加わることほ 止むを得ないことと 思われます。 

(5) アジア発生生物学連合 CADBO) のアイデア と 日中発生生物学会議開催の 可能性 

I SDB の連合方式化の 問題と間接に 関連したことがらであ りますが，私は 最近，個人的に 中 

国 発生生物学会の Shieh 女史から「アジア 発生生物学連合 ADBO 設立の可能性，そしてその 

方向に沿って J SDB がり 一 ダーシ " プ をとることができるか 9 」という質問を 寄せられました。 

Shieh 女史の言によれば ，たとえ I SDB が連合方式をとっていなくても ，例えば ADBCX のよ 

う な組織があ れば，何も地理的にへだたった EDBO に所属しなくても ，中国の学会の 国際化が 

充分にはかれたであ ろう， ということであ ります。 

率直にいいまして ，私は ADBO のアイデアの 実現は現在はなお 相当困難であ り， J SDB 側 

のかなりの負担を 覚悟する必要があ るのではないかと 危惧しています。 しかし，私たちは 中国側 

の 熱意を充分に 理解する必要があ りますしこの ょ 5 な 中国側の希望は 大げさにい うと 歴史的 必 

然 とも考えざるを 得 ません。 その方向への 試みの第一歩として ，例えば日中発生生物学会議とい 

う よ 5 なものを中国で 開催する， というようなアイデアはどのようなものでしょうか 9  このこ 

とは，このメモの 主題であ ります I SDB の連合方式化の 可否とは全く 別の間 題 であ ります。 しか 

し，それに関連した 論議から派生したものとして 是非， ご 検討下さい。 実際この種のアイデアも 

中国側から，とさおり 個人的には聞いており ，相互理解のために よ い機会ではないかと 考えます。 

J SDB の現在の状況からすれば ，この学会の 活動のざらなる 国際化を考える 時期に入ったの 

ではないかと 私考せざるを 得 ませんし，またそのことが 外から期待されていることほ 確実です。 

その ょう な見地から，現在の 国際的状況を J SDB の会員 方 に知って頂くため ，このメモを 執筆 

しました。 

日本発生生物学会の 国際化について 

会 長 安 増 郁 夫 

この度，上記しましたような 発生生物学会の 国際的組織の 動向についてのメモ と ，それに対応 

すべき日本発生生物学会のあ り方についての 提案を国際発生生物学会総裁をお 勤めになりました 

岡田節人先生から 頂きました。 この他にもオーストラリア ， ニ，一 ジーランドの 細胞生物学会か 

ら 大会の共催の 打診がございました。 私も日本発生生物学会がこの 様な国際化の 動きを積極的に 

受げとめ，これらの 提案に対応すべぎであ ろうと考えております。 これらの事については 次回の 

運営委員会で 討議致しますが ，同時に会員の 皆様のご意見を 頂ぎたいと思っております。 よろし 

くお願い致します。 
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第 Ⅱ回国際発生生物学会議 

一 予 告 一 

日 時 1989 年 8 月 20 日～ 25 日 

場 所 オラ ソダ ・ユトレヒト 

本会議に関する 第 1 回サーキ，ラ ーを 59 号のサーキ， ラ 一発行の際，会員諸氏に 配布する予定 

ですが， お 急ぎの方は事務局に 宛先を明記した 封筒 ( 横 l2cmx 縦 23.5cm, 60 円切手添付 ) をお送 

り下されば第 1 回サーキ，ラ ー をお送りします。 

ヨーロッパ発生生物学会議 ( 旺 の巳 C 一 87) 見聞記 

中 江 愚 夫 (m 治 乳業ヘルスサイ ヱ ンス研究所 ) 

European Developmental Biology Congress は 6 月 14 日から 5 日間ヘルシ ソキ 大学におい 

て開かれた。 有名な白夜ではあ ったが天候が 悪く寒かったので ，約 500 人の参加者は 余り遊びに 

でかけずに会場に 留まっていたようであ った。 もちろん ョ一 p " パ 諸国からの参加者が 大部分で 

あ ったが，米国とカナダから 40 名，ソ連から 37 名，オーストラリアから 10 名などと国際学会にふ 

さわしい顔ぶれであ った。 日本からは 6 名が参加した。 会議の概略は 記念講演 4 名，シソポジウ 

ム 9 テーマ (60 演題 ), ポスタ一発表約 330 演題で， CellDifferentiation. vol.20 ， supplement 

(May l987) にアブストラクトが 載っている。 午前中は講演とシソポジウム ，午後はポスタ 一発 

表で，この EDBC の特長であ る活発な議論が 可能なゆったりとしたスケジ ， 一ル であ った。 

さて私の主観で 今回の発表の 傾向を分類してみると ，次の様になる。 

①遺伝子の発現制御。 種々の ェソ ハンサーやプロモーターをつないだ 遺伝子を細胞に 入れて， 

細胞の種類による 発現の違いを 調べる 0 一一 ア フ     ーフ細胞について・ 細胞分化と発現の 関係を見 

る 。 又 ， トランス ジ，ニ " クマウスを作って 調べる。 

② 癌 遺伝子と成長因子との 関係。 発生過程における 細胞増殖と分化に 対する役割。 この場合もト 

ランス ジ ，ニックマウスの 糸で調べる。 

③細胞 外 基質 (ECM) の細胞分化と 形態形成における 役割。 特に話題になったのは ， RGD を 

活性部位として 持つ分子の多様性と ，ファイブロネクチンレセプタ 一のスーパーファ ， り 一と 

いう概念で， ECM と細胞の相互作用に 大きな普遍性が 見つかったこと。 

④細胞間接着分子については ，カドヘリ ソと CAM についてますます 分子的な解明が 進んでめ 

ざましい進展が 各々発表された。 それにつれて 競争も激しく ，そばから見ているものにとって 

は ，なかなか面白かった。 

⑤ J, Gurdon が学会の最初の 記念講演を行なったことからも 分かる様に，両生類 ( 特にゼノ パ 

ス ) の初期胚を使って ，胚 パターンの形成と 胚 誘導の研究が 新しい方法とアプローチによって 
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進展している。 

⑥ショウジ， ウバエ の発生遺伝学が 引き続き発展している。 

⑦ ヒト の 卵 と初期 胚に 焦点を当てた ，体外受精と てニピ 、 レーシ， ソ ，性分化の研究。 

⑧最後に，研究手段としてのトランス ジ，ニ " クマウス。 遺伝子発現の 調節，癌遺伝子の 研究か 

ら挿入突然変異を 利用した研究 ( コラーゲ ソ I 型欠損マウス ) まで広くつかわれている。 記念 

講演 4 題のうち 2 題がこの研究であ った。 

発生生物学が 個体発生という 未 だ未知の部分が 多い，しかも 生物学的にも 医学的にも重要で 応 

用の可能性も 大きい現象を 対象としているという 形でしか定義されない 学問であ る以上，出来る 

だ け 多くの方向からのアプローチが 期待されるわけで ，その意味でも 分子生物学からヒト 胚の研 

先 まで含む今回の EDBC は教えられることが 多かった。 又 ，いくつかの 国の研究者が 集まって 

  

初めて可能 E なる幅の広い 学会を比較的手軽に 開くことの出来る ョ 一口 " パの 研究者がうらやま 

しくなると共に ， 日本の地理的，意識的な 疎覚感覚が運命なのか ，我々の努力の 不足なのかを 考 

えさせられた。 次回の EDRC は 1991 年イスラエルで 開かれる予定。 

s H 胡 e) 旺 巾め p"y 鮒 ogy コースに参加して 

佐 藤 短 打 ( 京人・ 理 。 動物 ) 

Univ. of Texas, Austin の William (Bill) R. JEFFERY は ， ホヤの 胚 発生における 細胞 

分化のメカニズムを 研究している 私にとって ， 同じ材料で同じテーマを 追いかけているという 意 

味 での研究仲間 ( というより良きライバル ) であ る。 この夏に Austin の研究室にあ そびに 行 ぎ 

たいと，昨年暮に 彼に手紙を書いたら ，その頃 Woods Hole の MBL (Marine mological La- 

boratory) にいるから，お 前も Woods Hole に来ないかという 返事をもらった。 海産 無 脊椎動 

物の発生を研究する 者にとって MBL は一度は訪ねてみたい 実験所なので ，喜んで彼の 申し出に 

同意し， この夏の 2 ケ 月余りを Wooda Hole で過ごした。 夏の MRL で Embryology のコー 

スがあ ることは有名で 誰もが知っている。 ただ，その正確な 内容となると ，きちんとした 話を聞 

いたこともないし ，何かで読んだ 覚えもない。 これから以下に ， この夏の Embryology のコー 

スがどのようなものであ ったかを，できるだけ 正確に ( 幾分冗長に ) 報告しようと 届 けのは，学 

会をとおして 成茂 海外出張援助金を 貰った義理からだけではなく ，一つにはコース 仁 参加してみ 

たいという若者の 参考になればと 考えたからであ り， も 5 一つには発生生物学の 実習 ( 特に臨海 

実習 ) や授業を担当している 同業者各位の 参考にでもと 考えたからであ る。 

MBL の Embryology コースは 前 。 後半径 5 週間の 10 週間 ( 、 2 ケ 刀早 弱 ) に及ぶ長丁場であ る。 

この夏の学生参加者 ( 大学院の学生と postdoc.) は 25 名 ( その内男性はわずか 8 名 ) 。 実際にウ 

ニの発生における 遺伝子発現の 研究に携わっている 者から， MBL に果て初めてウニを 見たとい 

う者，家族づれも 多く，毎朝子供を day care に送ってから 参加するママさん 学生などさまざま。 

一一 7 一 

  



アジアから直接参加した 諸は今年は一人もいなかったが ，オランダ，イタリアなど ョ 一口 " パ か 

ら数人。 前半は 6 月 15 日 ( 月 ) から 5 週間， B Ⅲ JEFFERY, Rindy JAFFE (Univ.of C0nne Ⅰ 

ticut 授精の電気生理学 ), Ray KAD0 (C.N.R.S., France; 両生類卵の電気生理学 ), Fred 

WILT (UC, BerkeIey; ウニ 胚 細胞分化のメカニズム ), Rob MA Ⅹ ON  (Univ. of Southern 

California; ウ ニ胚 ヒストン遺伝子の 発現機構 ), Matt WINKLER (Univ. of Texas; ウ ニ胚 

卵割 期 特異的 タソ パク質の解析 ) を instructor とし，更に Kip SLUDER (Boston Univ.; 星 

状 体形成機構 ), Lionel JAFFE (MBL; 細胞外電流の 発生とその意義 ) らも加わって 始まった。 

初めの 2 週間は午前中が lecture, 午後が laboratory ( 実習 ) で，その内容を 表 1 に示した。 

MBL は，それぞれ LILLIE ( 受精索 説 で有名 ),WHIITMAN(MBL の初代所長 ; ヒルの細胞 

系譜， 神経生物学 ), L0EB ( ウニ 単為 発生法でおなじみ ) と名付げられた 三つの主要技研究棟 

から成り立っているが ， LOEB の西側の研究室および 実習室は夏のコース 専用で，一階を NeL 

robi0logy, 二階を Embryology, 三階を Physiol0gy が占める。 Embryology コースの lecture 

は WHITMAN の講義 室 で朝 9 時 45 分から約 1 時間。 この時刻に始まるのは ， Physi0logy の 

lecture  (MBL  での Physiol0gy  は細胞の分子生物学といったところだろうか。 この他の NeL 

r0bi0Iogy,  Neural  Systems  and  Behavi0r,  Microbiology, Marine  Ecol0gy,  Bi0logy  of 

Paras Ⅲ sm  などが lecture  の中心的なものであ る ) が早朝 8 時半から約 1 時間の予定で LILLIE 

の auditorium  ( 講堂 ) で行われており ，それとダブラないようにとの 配慮からであ る。 実際， 

Physiology の lecture を聞いてから ， Embryology の Iecture に 駆 げつげる学生が 多い。 MBL 

での Embryology の lecture は，発生生物学の 講義を初めて 聞く学生にもその 内容が理解でぎ 

るように心配りがされており ，発生生物学の 研究材料としてのその 動物の一般的知識。 特徴から 

始まって，解明すべ き 問題の設定，アプローチの 方法， どこまで研究が 進んできたかを ，それぞ 

れの講師が自らの 研究経歴にそ つて 話す。 古典的な実験や 他の研究者の 行った重要な 研究結果は 

必ずといっていいほど 言及される。 もちろん lecture の後には質疑応答があ るのだが， 30 分ほど 

の 休憩をはさんで LOEB の 小 講義 室へ 場所を変え， discussion に入る。 ここでは，その 日の 

lecture の内容に関する 小さな疑問から ，こんなことをやってみてはどうかと 言う提案まで ，ど 

んなことでも 真剣に論議される。 ここでの議論は 比較的重要で ，それが次の 血 miproJect にお け 

る 研究に生きてくることが 多い。 

午後は laboratory( 実習 ) で，全体の配慮がされた 上で，それぞれの instructor が得意とす 

8 手法が伝授される。 例えばウニについて 述べれ ば ，コース全体を 通じて， Lytechinus, Arbacia 

などを材料にして ，採卵・ 採精 ・受精のやりかた・ 胚の飼育法・ 正常発生の観察に 始まって，小割 

球の単離。 培養 法 ，顕微注入 法 ， タソ パク質の一次元および 二次元電気泳動 法 ， Western bIotting 

analysis, RNA の抽出法， in vitro translation system, cDNA  プローブを使ったヒストン 

遺伝子転写産物の 解析などが行われた。 一つ一つの実習項目について 細部に渡るプロトコール 

が， コピーされて 全員に配られる。 コース全体で 配布されたプロトコールは 3.5cm 程のバイソダ 

ー 2 冊になり，それだけでも ，学生自身が 今後研究を行う 上で貴重な財産であ る。 
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約 2 週間の lecture と laboratory が終ると， miniproiect research に入り，それが 3 週間 

続く。 miniproject は， 6 人の instructor がそれぞれ自分の 研究に関連した 小さな研究テーマ 

をいくつか示し・その 中から学生は 一つ選び， laboratory で学んだテクニ " クを 駆使しながら 研 

究を行う。 例えば， Fred はウニ小割球特異的遺伝子の 発現に対するりチウムの 影響， Rob は ウ 

二卵 DNA 一 tbinding proteins の解析， 卍 ndy は ウ 二卵 G protein の単離・精製， B Ⅲはホヤ 

胚の extracelluIar matrix p 「 oteins の解析といったテーマを 出していた。 そうした㎞ nipr 叶 

Ject の中から，時々， Develop. Rol. に掲載されるような 仕事が生まれてくることがあ ることは 

御存じの方も 多いと 思、 ぅ 。 ( 続く ) 
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